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2024年 10月 

お客さま各位 

アセットマネジメント One株式会社 

 

「日経 225 ノーロードオープン」のレンディング開始に関するお知らせ 
 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、ご愛顧いただいております「日経 225 ノーロードオープン」（以下、「対象ファンド」といいます。）につ

きまして、収益源の多様化や更なる投資成果の向上を目的として、下記の通り投資信託約款の変更を行い、

その後 2024年 11月 25日よりレンディングを実施する予定ですのでご案内申し上げます。 

本対応について、ファンドの基本方針や運用体制についての変更は一切なく、受益者のみなさまに特段

のお手続きを求めるものでもありません。 

なお、市況環境等によってはレンディングの実施時期（開始時期）が上記の日程以降となる場合もござい

ますのでご留意ください。今後も各ファンドの性質や状況に鑑みながら順次実施の検討を行う予定です。 

今後とも弊社投資信託をお引き立ていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 

1. レンディングについて 

有価証券の貸付取引（レンディング）は、ファンドが保有する有価証券の一部を証券会社等に貸出すこと

で品貸料を得るものです。通常の運用に加えてレンディングによる品貸料を獲得し、収益源を多様化する

ことで、更なる安定的なリターンの確保とお客様の利益最大化を目指す取引です。 

 

2. 実施概要 

インデックスファンドは対象指数の値動きに連動する投資成果を目指して運用を行いますが、ファンドで

は信託報酬やその他の費用・手数料が控除されるため、投資成果が信託報酬やその他の費用・手数料の

分対象指数と比べて下回る※ことになります。この乖離を少しでも縮小させるためにレンディングを実施し品

貸料を収受することによってファンドと対象指数の連動性向上を図ります。 

レンディングにより収受した収益については、一部（50％超）をファンドの純資産に組み入れるとともに、

一部(50%未満)を信託報酬として委託会社と受託会社が収受いたします。そのため信託報酬等に関する約

款の記載を変更いたします。主な変更点につきましては、別紙をご参照ください。 

※ファンドと対象指数との連動性の差異は、信託報酬やその他の費用・手数料以外の要因からも影響を受けます。 

 

3. 投資信託約款の変更適用日 

2024年 11月 14日 

以上 

 
 
 
 

 



 

 

別紙 
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ご参考 目論見書における主な変更点 

下記は交付目論見書の変更内容の主な変更点です。 

「ファンドの費用」の変更内容は目論見書の定期改版後にご確認いただけます。交付目論見書は弊社

ホームページに掲載いたします。 

 

 

 

変更後
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ご参考 約款における主な変更点（新旧対照表） 

下記は約款の変更内容の主な変更点です。 

約款の変更内容は目論見書の定期改版後に請求目論見書にてご確認いただけます。請求目論見書は弊

社ホームページに掲載いたします。 

 

（新）  （旧）  

＜信託報酬等の額および支弁の方法＞ 

第33条  委託者および受託者の信託報酬の総

額は、次の各号により計算された額の

合計額とします。 

１．第30条に規定する計算期間を通じ

て毎日、信託財産の純資産総額に年１

０，０００分の５０の率を乗じて得た

額 

２．第21条に規定する有価証券の貸付

の指図を行った場合は、その品貸料に

１００分の５０未満の率を乗じて得た

額 

②（以下略） 

＜信託報酬等の額および支弁の方法＞ 

第33条  委託者および受託者の信託報酬の総

額は、第30条に規定する計算期間を通

じて毎日、信託財産の純資産総額に年

１０，０００分の５０の率を乗じて得

た額とします。 

 

 

 

 

 

 

②（以下略） 

 

 

 

 

 

 

 

 


